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１ 国有林野の区画の名称及び区域並びに３機能類型及びタイプ別の区域

国有林野の区画の名称及び区域並びに３機能類型及びタイプ別の区域については、別添国有林野

施業実施計画図による。

２ 施業群及び生産群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積又は標準伐採量、伐採箇

所ごとの伐採方法及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

（１）伐採造林計画簿

伐採・更新箇所ごとの伐採・更新面積及び方法等については、別添伐採造林計画簿に示すとお

りである。

（２）水土保全林（水源かん養タイプ）における施業群別面積等

（単位：面積ha、伐期齢 年）

施 業 群 面 積 取扱いの内容 伐期齢又は回帰年

ス ギ 長 伐 期 2,810.09 伐 採 面 積 の 縮 小 、 モ ザ イ ク 的 配 置 ８０

ス ギ 分 散 伐 区 4,926.58 〃 ５５

ヒ ノ キ 長 伐 期 －

ヒ ノ キ 分 散 伐 区 －

ヒノキ枝打分散伐区 －

ア カ マ ツ 長 伐 期 762.60 伐 採 面 積 の 縮 小 、 モ ザ イ ク 的 配 置 ８０

アカマツ分散伐区 533.83 〃 ５５

カ ラ マ ツ 長 伐 期 2,451.85 〃 ８０

カラマツ分散伐区 1,225.65 〃 ５０

ス ギ 複 層 林 1,657.55 水 源 か ん 養 機 能 に 配 慮 し た 非 皆 伐 ５５～１１０

ヒ ノ キ 複 層 林 －

そ の 他 複 層 林 － － －

天然生アカマツ分散伐区 1,828.86 伐 採 面 積 の 縮 小 、 モ ザ イ ク 的 配 置 ５５

ぼ う 芽 分 散 伐 区 675.21 〃 ２５

天然林漸伐分散伐区 7,328.16 伐採面積の縮小、モザイク的配置、伐採率の縮小 ６５

ブナ漸伐分散伐区 － － －

択 伐 50,962.88 （注）１による 回帰年は定めない

そ の 他 1,165.58 （注）２による 定めない

施 業 群 設 定 外 － － －

合 計 76,328.84

（注）１ 択伐施業群の伐採は標準伐期齢以上とし、水源かん養機能の発揮に配慮しつつ隣接林分の

主伐、間伐時に併せるなど適時に行うものとする。

２ 保護樹帯の伐採は、保護樹帯設定基準によるものとする。
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（３）水土保全林（水源かん養タイプ）における施業群別の上限伐採面積

（単位：ha）

施 業 群 上限伐採面積 摘 要

ス ギ 長 伐 期 １７６

ス ギ 分 散 伐 区 ４４７

ヒ ノ キ 長 伐 期 －

ヒ ノ キ 分 散 伐 区 －

ヒ ノ キ 枝 打 分 散 伐 区 －

ア カ マ ツ 長 伐 期 ４８

ア カ マ ツ 分 散 伐 区 ４９

カ ラ マ ツ 長 伐 期 １５３

カ ラ マ ツ 分 散 伐 区 １２３

ス ギ 複 層 林 １５１

ヒ ノ キ 複 層 林 －

そ の 他 複 層 林 －

天然生アカマツ分散伐区 １６６

ぼ う 芽 分 散 伐 区 １３５

天 然 林 漸 伐 分 散 伐 区 ５６３

ブ ナ 漸 伐 分 散 伐 区 －

択 伐 ５，０９６

そ の 他 １１７

施 業 群 設 定 外 －

合 計 ７，２２４
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（４）資源の循環利用林における生産群別の面積等

（単位：面積ha、伐期齢 年）

生 産 群 面 積 生 産 目 標 等 伐期齢又は回帰年

ス ギ 大 径 材 － － －

ス ギ 中 径 材 720.09 一般建築材 (24cm) ５５

ヒ ノ キ 大 径 材 － － －

ヒ ノ キ 中 径 材 － －

ヒ ノ キ 無 節 柱 材 － － －

ア カ マ ツ 大 径 材 － － －

ア カ マ ツ 中 径 材 133.66 一般建築材 (24cm) ５５

カ ラ マ ツ 大 径 材 － － －

カ ラ マ ツ 中 径 材 67.61 一般建築材 (22cm) ５０

ス ギ 複 層 林 － － －

ヒ ノ キ 複 層 林 － － －

そ の 他 複 層 林 － － －

天然生アカマツ中径材 52.80 一般建築材 (24cm) ５５

ぼ う 芽 35.41 しいたけ原木 （8～12cm） ２５

天 然 林 漸 伐 － － －

ブ ナ 漸 伐 － － －

択 伐 15.85 家具・木工・加工用材 (30cm) 回帰年は定めない

そ の 他 － 定めない（保護樹帯等） 定めない

生 産 群 設 定 外 － － －

合 計 1,026.23

（注）１．「生産目標等」の数値は、生産目標とする胸高直径である。

２．択伐生産群の伐採は標準伐期齢以上とし、生産目標に対応する期待径級に達した後に

隣接林分の主伐、間伐時に併せるなど適時に行うものとする。

（５）資源の循環利用林における生産群別の標準伐採量

当該森林計画区の「資源の循環利用林」は、分収林が大部分であり、標準伐採量は定めないこ

ととする。
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（６）伐採総量
（単位：材積�）

林 地 林地
区 分 合 計

主 伐 間 伐 小 計 臨時伐採量 計 以外

13 2,612 2,625
国 土 保 全 タ イ プ

（47.82)

ス ギ 長 伐 期 － 10,712 10,712

ス ギ 分 散 伐 区 － 29,281 29,281

ヒ ノ キ 長 伐 期 － － －

水 ヒノキ分散伐区 － － －

水 ヒノキ枝打分散 － － －源 伐 区

アカマツ長伐期 － 778 778

か アカマツ分散伐区 － 838 838
土

カラマツ長伐期 － 16,736 16,736

ん カラマツ分散伐区 － 11,552 11,552

ス ギ 複 層 林 － 9,526 9,526

保 養 ヒ ノ キ 複 層 林 － － －

そ の 他 複 層 林 － － －

タ 天然生アカマツ分散 － 1,619 1,619 4,814 186,889 186,889伐 区
全

イ ぼう芽分散伐区 － － －

天然林漸伐分散 25,946 43,135 69,081プ 伐 区

林 ブナ漸伐分散伐区 － － －

択 伐 3,641 11,616 15,257

そ の 他 － 286 286

136,079 165,666
小 計 29,587

(2,768.66)

29,600 138,691 168,291
計

(2,816.48)

森 － 405 405
自 然 維 持 タ イ プ

林 （12.24)

のと － 17,379 13,379
森林空間利用タイプ

共人 （288.22)

生と － 17,784 13,784
計

林 （300.46)

ス ギ 中 径 材 37,325 1,260 38,585
資

ヒ ノ キ 中 径 材 － － －
源

ア カ マ ツ 中 径 材 3,052 277 3,329
の

カ ラ マ ツ 中 径 材 4,771 313 5,084
循

天然林アカマツ中径材 － － －
環

ぼ う 芽 － － －
利

択 伐 － － －
用

45,148 1,850 46,998 7,300 54,298 － 54,298
林 計

(27.29)

74,748 158,325 233,073 12,114 245,187 － 245,187
合 計

(3,144.23)

14,950 31,665 46,615 2,423 49,037 － 49,037
年 平 均

(628.45)

（注）（ ）は、間伐面積(ha)である。
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（再掲）市町村別内訳

（単位：材積�）

林 地 林地

市 町 村 名 合 計

主 伐 間 伐 小 計 臨時伐採量 計 以外

会 津 若 松 市 4,319 19,402 23,721

喜 多 方 市 16,021 11,948 27,969

下 郷 町 52 6,924 6,976

檜 枝 岐 村 1,384 10,777 12,161

只 見 町 157 10,629 10,786

南 会 津 町 26,378 30,589 56,967

北 塩 原 村 17,230 24,774 42,004

西 会 津 町 1,274 3,016 4,290

磐 梯 町 － 302 302

猪 苗 代 町 4,349 11,802 16,151

会 津 坂 下 町 － 633 633

柳 津 町 1,264 2,159 3,423

三 島 町 － 302 302

金 山 町 1,315 1,981 3,296

昭 和 村 1,005 22,275 23,280

会 津 美 里 町 － 812 812

合 計 74,748 158,325 233,073

（注） 市町村別内訳には、臨時伐採量及び林地以外の土地に係る伐採量は含まない。
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（７）更新総量

（単位：ha）

水 土 保 全 林 森林と人との共生林
資源の

区 分 国 土 水 源 自 然 森林空 循 環 合 計
保 全 かん養 計 維 持 間利用 計 利用林
タイプ タイプ タイプ タイプ

人 単 層 林 造 成 － 27.15 27.15 － － － 113.40 140.55
工
造 複 層 林 造 成 － － － － － － － －
林

計 － 27.15 27.15 － － － 113.40 140.55

天然下種第１類 － － － － － － － －
天
然 天然下種第２類 0.26 352.04 352.30 － － － － 352.30
更
新 ぼ う 芽 － 17.28 17.28 － － － 1.49 18.77

計 0.26 369.32 369.58 － － － 1.49 371.07

合 計 0.26 396.47 396.73 － － － 114.89 511.62

（８）保育総量

（単位：ha）

水 土 保 全 林 森林と人との共生林
資源の

区 分 国 土 水 源 自 然 森林空 循 環 合 計
保 全 かん養 計 維 持 間利用 計 利用林
タイプ タイプ タイプ タイプ

下 刈 － 268 268 － － － 406 674
保

つ る 切 － 44 44 － 1 1 － 45
育

除 伐 1 90 91 － 4 4 2 97
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３ 林道等の整備に関する事項

基 幹 ・ 開 設 箇 所 延 長
・ 路 線 名 備 考

その他別 改 良 （林班） (ｍ)

基 幹 開 設 不 動 川 支 線 （ 林 業 専 用 道 ） 6 1,000

不 動 川 （ 林 業 専 用 道 ） 7外 1,300

湯 本 山 （ 林 業 専 用 道 ） 13 4,000

布 引 山 （ 林 業 専 用 道 ） 25 1,500

三 寄 山 （ 林 業 専 用 道 ） 30 3,400

藤 巻 支 線 （ 林 業 専 用 道 ） 328 1,000

芦 の 原 （ 林 業 専 用 道 ） 44外 2,600

大 沢 （ 林 業 専 用 道 ） 49外 2,000

矢 の 尻 （ 林 業 専 用 道 ） 1003 1,000

水 引 （ 林 業 専 用 道 ） 1019 6,000

高 杖 原 （ 林 業 専 用 道 ） 1011 2,000

小 平 沢 （ 林 業 専 用 道 ） 1034 1,000

大 楚 々 木 （ 林 業 専 用 道 ） 373 2,000

堀 田 山 （ 林 業 専 用 道 ） 382 3,200

雄 子 沢 （ 林 業 専 用 道 ） 414 1,600

三沢（丸山）（林業専用道） 530 2,000

向 山 （ 林 業 専 用 道 ） 604 3,000

小 野 川 （ 林 業 専 用 道 ） 72 2,200

小 計 １８ 路 線 40,800

基 幹 改 良 不 動 川 （ 不 動 川 ） 5 30 (法面保護)

不 動 川 （ 背 焙 山 ） 12外 50

不 動 川 （ 滝 ノ 沢 ） 15 10 ( 横 断 溝 )

不 動 川 （ 松 の 目 ） 17 50

不 動 川 （ 沢 山 ） 16 25

布 引 山 22外 30

大 楚 々 木 （ 大 仏 山 ） 368 15

赤 枝 390 25
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基 幹 ・ 開 設 箇 所 延 長
・ 路 線 名 備 考

その他別 改 良 （林班） (ｍ)

基 幹 改 良 黒 岩 352外 30 ( 擁 壁 )

鳥 屋 森 山 （ 五 枚 沢 ） 351 20

鳥 屋 森 山 （ 一 ノ 木 ） 330外 30 ( 横 断 溝 )

鳥 屋 森 山 （ 水 無 沢 ） 323外 25 ( 擁 壁 )

藤 巻 林 道 藤 巻 支 線 328外 25 ( 横 断 溝 )

鳥 屋 森 山 （ 黒 俣 沢 ） 342 30

木 賊 平 ・ 土 羅 入 （ 土 羅 入 ） 65外 30

広 沢 1103外 25 ( 舗 装 )

川俣・檜枝岐（川俣・檜枝岐） 1039外 25

川 俣 ・ 檜 枝 岐 （ 舟 岐 川 ） 1038外 25

川 俣 ・ 檜 枝 岐 （ 会 津 馬 坂 ） 1040 25

見 通 沢 1036 25

蒲 生 川 1129外 25

布 沢 1003外 25

塩 之 岐 1050外 25

平 沢 1034外 25

多 々 石 ・ 永 手 （ 多 々 石 ） 1008 25

多 々 石 ・ 永 手 （ 永 手 ） 1013 25

大 楚 々 木 （ 牧 ノ 沢 ） 373 15 ( 横 断 溝 )

高 曽 根 377 15

吾 妻 山 （ 吾 妻 川 ） 443 20

鷹 ノ 巣 山 434外 25

堀 田 山 383 35

吾 妻 山 （ 小 野 川 ） 458 20

吾 妻 山 林 道 小 野 川 支 線 458 30

吾妻山（小野川）林道小野川支線 456外 15

極 入 （ 久 良 谷 ） 305外 20

極 入 （ 弥 平 四 郎 ） 316外 45 ( 擁 壁 )
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基 幹 ・ 開 設 箇 所 延 長
・ 路 線 名 備 考

その他別 改 良 （林班） (ｍ)

基 幹 改 良 極 入 （ 極 入 ） 302外 45 ( 擁 壁 )

極 入 林 道 極 入 支 線 301外 40 ( 横 断 溝 )

鳥 屋 森 山 （ 高 沢 ） 313外 30

吾 妻 山 （ 小 倉 川 ） 176 35

吾妻山（小倉川）林道小倉川支線 185 25

吾妻山（小倉川）林道欅沢支線 183外 40

横 向 192外 20

不 動 沢 521外 15

烏 帽 子 （ 白 沢 ） 610外 25 ( 擁 壁 )

烏 帽 子 （ 吸 沢 ） 618 15

烏帽子（吸沢林道吸沢支線） 618 5 ( 横 断 溝 )

木 賊 平 ・ 土 羅 入 （ 小 野 川 ） 527 5

木 賊 平 ・ 土 羅 入 （ 木 賊 平 ） 529外 30

木 賊 平 ・ 土 羅 入 （ 三 引 山 ） 570外 30

布 沢 （ 中 向 ） 602外 25

大 窪 579外 45

小 計 ５２ 路 線 1,370

そ の 他 改 良 不 動 川 林 道 不 動 川 支 線 6 10 ( 横 断 溝 )

明 光 寺 10外 20

平 潟 18 10

三 寄 山 30 10 ( 擁 壁 )

湯 川 33外 30 (法面保護)

中 田 付 368 20 ( 横 断 溝 )

持 葉 沢 366 20

吉 見 山 344外 30

雄 国 385 20

沼 尻 （ 軽 車 道 ） 367 30

向 山 339 30 ( 擁 壁 )
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基 幹 ・ 開 設 箇 所 延 長
・ 路 線 名 備 考

その他別 改 良 （林班） (ｍ)

そ の 他 改 良 宮 古 320 10 ( 擁 壁 )

宮 古 川 321 10 ( 横 断 溝 )

一 ノ 木 林 道 滝 分 沢 支 線 331 15

一 ノ 木 （ 軽 車 道 ） 336 30

雑 根 45 15 ( 擁 壁 )

小 野 川 53 10 ( 横 断 溝 )

大 沢 49 20 (法面保護)

横 山 （ 軽 車 道 ） 59外 20 ( 横 断 溝 )

四 ツ 沢 68 10

箕 喰 沢 69外 20 ( 擁 壁 )

荒 石 61外 30 ( 横 断 溝 )

荒 石 林 道 西 沢 支 線 62 10 ( 擁 壁 )

戸 石 63 15

戸 赤 64 15

土 羅 入 林 道 白 根 沢 支 線 66 10

実 川 1045外 25 ( 舗 装 )

広 沢 林 道 赤 岩 支 線 1104外 15

舟 岐 川 1041 25

呼 出 沢 1038 25

ト ク サ 沢 1103 15

大 丈 沢 1045 15

上 滝 沢 1061 15

見 通 沢 林 道 東 山 支 線 1036外 15

布 沢 林 道 小 太 郎 沢 支 線 1004 15

布 沢 林 道 萱 野 沢 支 線 1004 15

黒 谷 1137外 25

塩 之 岐 林 道 一 の 沢 支 線 1064 15
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基 幹 ・ 開 設 箇 所 延 長
・ 路 線 名 備 考

その他別 改 良 （林班） (ｍ)

そ の 他 改 良 宮 里 1022外 25 ( 舗 装 )

小 平 沢 1033外 25

高 畑 山 林 道 高 畑 山 支 線 1031 25

川 衣 1028 25

伯 母 岐 川 1019 25

赤 松 ケ 沢 1007外 15

赤 沢 1026 15

戸 板 1006外 15

上 川 前 375 20 ( 横 断 溝 )

大 塩 林 道 第 二 支 線 380 20

大 川 入 428外 25

小 塩 川 420 25

大 峠 437 30

濡 子 沢 427 18

十 郎 沢 430外 19 ( 擁 壁 )

高 曽 根 山 424 20 ( 横 断 溝 )

牧 の 沢 支 線 （ 軽 車 道 ） 373 10

一 ノ 沢 384 10

一 ノ 沢 林 道 一 ノ 沢 支 線 384 12 ( 擁 壁 )

大 塩 381 32 ( 横 断 溝 )

簗 部 沢 452 20

小 野 川 林 道 小 冷 水 支 線 455 30

久 良 谷 304外 40 ( 擁 壁 )

秋 元 湖 岸 174外 25 ( 横 断 溝 )

小 倉 川 林 道 小 倉 川 支 線 184 20

大 達 沢 203 20 ( 擁 壁 )

小 達 沢 202 10 ( 横 断 溝 )
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基 幹 ・ 開 設 箇 所 延 長
・ 路 線 名 備 考

その他別 改 良 （林班） (ｍ)

そ の 他 改 良 第 ２ 布 森 山 204 10 ( 横 断 溝 )

大 原 5

宇 内 501外 30 ( 擁 壁 )

二 岐 540 10

居 利 矢 麻 539 20

冑 中 （ 軽 車 道 ） 537外 20 ( 横 断 溝 )

琵 琶 首 535 35

琵 琶 首 林 道 琵 琶 首 支 線 543 45

鋏 舘 527 5

里 沢 529 30 (橋梁架替)

木 賊 平 571外 45 ( 横 断 溝 )

日 落 沢 572外 30

白 森 山 575外 20

桑 袋 沢 566 10

袴 沢 558 15

鳥 居 597外 30

御 前 山 578外 30

畑 小 屋 581 30 (法面保護)

大 窪 林 道 駒 止 支 線 591 10 ( 横 断 溝 )

大 芦 592外 25 ( 擁 壁 )

玉 川 584外 20 ( 横 断 溝 )

峰 張 山 595外 30 ( 擁 壁 )

小 計 ８７ 路 線 1,771

開 設 １８ 路 線 40,800
合 計

改 良 １３９ 路 線 3,141
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４ 治山に関する事項

位 置
区 分 工 種 計 画 量

（林 班）

8、10、16、17、54、63、72、176、195、 保 安 林 の 整 備 本 数 調 整 伐 1,974ha

321、329、331、336、340、351～353、

373～375、378～390、417、423、425、

427、429、433、435、441、442、510、

514、518、525、529～531、533、550、

555、568、573、575、576、578、579、

584、602、610、623、624、628、642、

643、1001～1022、1024～1026、1028～

1066、1101～1118、1120～1144

9、10、15～17、24、25、35、36、49、 保 安 施 設 渓 間 工 79箇所

53、59～61、64、66、69、70、72、176、 山 腹 工

177、184、302、303、324～326、331、 保安林管理道

340、342、349、351～353、379～381、

501、502、514、518、525～530、534、

539、540、550、552、558、560、563、

566～571、576、577、599、605、606、

610、628、641、1030、1031、1041～

1043、1055、1056、1104、1123、1124

保 安 林 の 整 備 1,974ha

合 計

保 安 施 設 79箇所
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５ 保護林及び緑の回廊の名称及び区域

（１）保護林の名称及び区域

当計画区にが、原生的な森林生態系からなる自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保全

を図ることを目的として、下記のとおり保護林を設定しており、適切に保護、保存を図っていく

こととする

既設 面 積 位 置

種 類 名 称 ・ 特 徴 等

新設 （ha） （林小班）

森林生態系 吾妻山周辺 既設 5,962.05 当計画区の北東部に位
あづまやま

保 護 地 域 置し、原生的な天然林

保 存 地 区 166 全 を保存し、自然環境の

3,412.33 167 い１ 維持、動植物の保護、

168 い 遺伝資源の保存、学術

179 全 研究に資する。

180 い１～ろ２

181 ろ、は

182 ろ、は

185 ろ、は

444 ち

456 わ

457 は

459 は２、に

465 い２～ろ、ロ

保 全 利 用 167 い２～ほ

地 区 168 ろ、は

2,549.72 169 全

170 全

172 な

178 全

181 い１、い２

182 い

185 い１、い２

441 ほ１、ほ２、へ１

442 り１、り２

443 た

444 に～と、り１、り２

454 ぬ１～ぬ５

455 ら３～ら5、う２

456 ぬ～る２

457 ろ５、ろ６、に、ほ

459 い～は１

460 り４、わ、か

464 る２

465 い１

飯豊山周辺 既設 保全利用 301 ほ、よ、ら 当計画区の北西部に位
いいでさん

地 区 302 う３、お、く 置し、原生的な天然林

3,055.96 303 ち、り を保存し、自然環境の

維持、動植物の保護、
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既設 面 積 位 置

種 類 名 称 ・ 特 徴 等

新設 （ha） （林小班）

森林生態系 飯豊山周辺 既設 保 全 利 用 305 ろ～へ、れ、そ 遺伝資源の保存、学術
いいでさん

保 護 地 域 地 区 306 は、と１～と４ 研究に資する。

307 つ１～つ４

309 い２～ろ

310 い２～ろ７、ロ１、

ロ２

311 へ、り～く

312 ろ５～イ４

317 は１～に３

332 ね１、ね２、な、

ロ１～ロ３

333 全

334 か１、か４、よ、

ま～え２、ロ

335 よ１､よ２､た１､れ､そ

337 に～へ、ち、り、

イ１～ロ

奥 会 津 既設 83,890.79 当計画区の南西部に位

置し、原生的な天然林

保 存 地 区 642 ろ１、か、イ５ を保存し、自然環境の

7,715.47 643 わ、か、イ４～イ７ 維持、動植物の保護、

644 い１、イ２ 遺伝資源の保存、学術

1015-Ⅱ イ1、イ４ 研究に資する。

1055 い２

1056 そ２

1058 に２～に４､イ１､イ２､

イ４、二１、二２

1059 ロ１～ロ７

1062 ロ１

1063 い～は、ハ１～二

1101 ろ１～に２、

ロ１～ハ３

1102 ロ

1107 二１、二２

1110-Ⅱ ロ２

1110-Ⅴ は３、は４、に２､

ロ１～ロ５

1110-Ⅶ ハ

1110-Ⅷ ろ、ホ４～ト２

1110-Ⅸ い２～イ

1114 と、イ

1115 い～に、へ～ロ

1116 ほ

1117 ち

1118 よ､た､ロ１､ロ５､ロ６

1134 に
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既設 面 積 位 置

種 類 名 称 ・ 特 徴 等

新設 （ha） （林小班）

森林生態系 奥 会 津 既設 1135 ロ２

保 護 地 域 1136 ろ２､は２､ロ１～ロ８

1137 り２､り４､ロ１､ロ２

1138 ろ２～ろ４､イ１～イ４

保 全 利 用 609 い１、い２、は～ほ

地 区 611 と～イ５

76,175.32 612 に～イ２

613 ろ２～と３、イ１

614 全

615 い～つ

616～620 全

621 い１～に、ロ１～ロ４

622 い１、は～イ3

633 い～イ２

634 全

635 全

636 い、イ

637～640 全

641 い１～ろ４、ほ

642 い１～い9、ろ２、

わ１～わ11、よ～イ３

644 い２～イ１､イ３､イ４

645 い～イ９

646 い～へ、イ１～イ４

1015-Ⅱ い～お１､く､や､

イ２､イ３､イ５～ハ３

1016 全

1017 く～あ

1018 い１～り３

1030 に、る１、る２、

ロ１～ハ

1036 ち１～り２

1038 の３～の７

1039 へ、と２～る２

1040 ほ１～ぬ

1041 り１～た

1042 全

1045 へ６～へ14、

わ１～か、た、ハ

1046 い１～イ3

1047 い～た２

1048 い１～イ、ハ

1055 い１､ろ１、ろ２

1056 わ４、れ、そ１、ロ３

1058 い１～に１、に５、

に６、イ３

1059 い～わ
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既設 面 積 位 置

種 類 名 称 ・ 特 徴 等

新設 （ha） （林小班）

森林生態系 奥 会 津 既設 1060 全

保 護 地 域 1061 い～ロ３

1062 い～よ１､よ３～ら１､

ら３、ら４、う～や､

け、ふ、ロ２～二８､

ホ１～ホ３

1065 全

1101 い

1102 い～と２、ハ１～ハ７

1103 へ２～へ５、

と１～か６、た～ね２

1104 い～う

1105 い１～り、イ２、

ハ～二４

1106 い１～ぬ15、ロ

1107 い１～わ２、ロ～ハ３

1108 い１～る６、ト１～チ

1109 い～ち２、ハ１～二３

1110-Ⅰ い１～は４、ロ

1110-Ⅱ い１～い７、ロ１

1110-Ⅲ い１～イ２、

ハ１～ハ３

1110-Ⅳ い１～は４、

二～ホ３

1110-Ⅴ い１～は２、に１

1110-Ⅵ 全

1110-Ⅶ い１～い８、

ロ１、ロ２

1110-Ⅷ い１～い８、

ハ～ホ３

1110-Ⅸ い１

1111 い～と､ロ１、

ハ１～ハ３､ハ５～ハ９

1112 い～イ、ハ１～ハ３

1113 い１～イ１､イ３～ロ４

1114 い～へ

1115 ほ

1116 い１～に、ロ１、ロ２

1117 い～に13、へ、と、

イ１、イ２

1118 ち２～か､イ１､イ２､

ロ２～ロ４

1120 い１～ハ４

1121 い１、い２、る１、ホ

1122 よ１～ね

1123 か３、ね～イ１、

ハ２､ 二
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既設 面 積 位 置

種 類 名 称 ・ 特 徴 等

新設 （ha） （林小班）

森林生態系 奥 会 津 既設 保 全 利 用 1124 は～へ３、ロ１～

保 護 地 域 地 区 ロ３

1125 全

1126 い１～イ２

1127 全

1129 れ２､れ３､ ね１～む､

イ１、イ２

1130 れ、な１、な５､

の１～の３、イ１､イ２

1131 ろ～へ、る１～る６､

わ２～わ９、

そ２～つ２､な～ロ２､

ロ６～ロ８

1132 い１～ろ３､わ３～れ､

イ～ロ５

1134 い１～は、イ１、イ２

1135 い２､に､る２～ロ１､

ロ3、ハ２

1136 い１～ろ１、は１、

に１～ぬ２

1137 い、は１～り１、り３

1138 い、ろ１、は

1139 全

1140 い～へ、ち１～ね、

ロ１～ロ10

1141 い４～イ

森林生態系保護地域 計 92,908.80

林木遺伝資源 龍 ノ 山 既設 5.63 329 り２ 天然キタゴヨウマツの
り ゅ う の や ま

保 存 林 キタゴヨウ 遺伝子を保存

マ ツ

喰 丸 峠 〃 5.93 567 て 天然生ケヤキ・ミズ
く い ま る

ケ ヤ キ ナラの遺伝子を保存

林木遺伝資源保存林 計 11.56

植 物 群 落 大塚山ブナ 既設 154.28 353 り３～り６、ぬ 原生的なブナ天然林の

保 護 林 354 は２～ほ、へ２ 保護

雄国沼湿原 〃 174.13 413 い、ろ、ハ１～ハ３ 湿原植生の保護

飯豊スギ 〃 36.00 322 と１ 天然生飯豊スギの保護

植物群落保護林 計 364.41
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面 積 位 置

種 類 名 称 既設 特 徴 等

・ （ha） （林小班）

新設

郷 土 の 森 博 士 山 既設 204.02 522 る３～か 柳津町に設定。貴重な

523 に３、ほ１ 森林の保護とともに、

524 い１１ 自然探勝や森林浴など

霊峰博士山を利用する

なかで地域振興にも寄

与するよう積極的に活

用。

恵みの森 〃 470.45 1002 に2、へ、と、 只見町に設定。ブナを

ロ３～ロ５ 主体とする森林を保護

するとともに、当該地

区の歴史・文化的背景

を踏まえた活用を通

じ、地域振興に資する

よう積極的に活用。

郷土の森 計 674.47

合 計 93,959.24
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（２）緑の回廊の名称及び区域

緑の回廊は、より広範で効果的な森林生態系の保護・保全するため、野生動植物の移動経路を

確保し、生息・生育地の拡大と相互交流を促すことが適当と認められる国有林野を選定すること

として、下記のとおり設定する。

既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 概ね 105,495.42 2 い～る、よ１～た４ 当計画区の南北に

緑 の 回 廊 100 3 い～イ２、ロ 附存する保護林及

5 い、は～お、や～み、ひ～せ び緑の回廊の推移

6 い１～は、ほ～ふ２、え～め 帯としての役割を

7 い～よ、れ１ 担い、広範囲で多

9 い～と２、す 種多様な森林を有

10 い～へ、う１、の１～さ３、ロ する。

11 全

12 い～れ１

13 い～す３、ロ、ハ

14 ち１～り、る１～う２、お～や、ロ

15 い、は～ほ３、へ２～ま

16 全

17 ろ～イ

18 い１～お、ロ

19 い１～む､う２～う５､の２～み７､ロ

20 い～ち、ぬ、る１、る４

21 い～の

22 い～な

23 い～る、ロ

24 全、25 全

30 い～す

31 い～ふ２

32 い１、ろ～に２、ほ１、へ～え、

ロ１～ロ３

33～35 全

36 ろ１～へ、ち～イ

37～41 全

42 い～ら、う２

43 全

44 い～ろ３、に～る

45～46 全

47 い～ほ

48 全

49 い～わ２、よ、た、そ～の､

お４～や､ ふ１～て、イ

50 い～ほ、そ

51 全

52 い～か、た～イ、ハ
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 53 い～え３、ロ

緑 の 回 廊 54 い１～え２

55 いｌ～ね

56 全、57 全

58 い、は～し２

59 い１、い３～イ

60 全

61 い～れ､そ２、そ３､な～さ､ロ、ハ

62～65 全

66 い～う

67～71 全

72 い、ろ、に～か２、た～う５、

く１～さ､ゆ１～め１､み１～す８､ロ

73 全

74 い～か、た２、れ、つ～え３、ロ

75 全、78 全

101 ら１

102 は１、に１

103 全

104 い、ロ１～二２

105 い、ろ、ロ、ハ

171 全

172 い～ね、ら～や２

173 全、174 全

175 い～み、ロ

176 い１～ハ２

177 い～イ

183 い～さ

184 は～ち２、り２～イ

186 全

187 い～う２、イ

188 全

189 ろ～イ

190 全

191 い１～な、ロ

192 全

193 ろ１、ろ２、は～と２、り～く、

ハ１、ハ２

194 ろ３～に、れ、な２、な３、の、

く～ま１、け、ふ、こ２～て３、

ゆ11～め４、め６、め７、ひ２、せ１

195 い１～ろ１、は１、は３～る４

196 ほ１～と３､ち３､よ１､た１､ホ１～ホ３

197～200 全

201 い１～れ

202～204 全
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 301 い～に、へ～か、た～な、む～

緑 の 回 廊 て

302 い、は、へ、ち、ぬ～る２、

か～う２、の、イ１、イ２

303 い１、ろ１～と、ぬ～ロ２

304 全

305 い１～い３、と～た

306 い、ろ、に～へ

307 い～そ

308 全

310 い１

311 い～ほ、と～ち２

312 い１～ろ４

313 全

314 い１～の、ロ１～ロ４

315 い～ぬ、る２～イ

316 全

317 い、ろ

318 い１、ろ～イ

319 い１、い２、は～ふ

320 い、ろ２、は、へ～わ、ら～さ３

321 全

322 い～へ、と２～イ２

323 い１～る

324 全、325 全

326 い～れ、つ～く

327 全、328 全

329 い～り１、ぬ～イ

330 全

331 い１～る２、わ１～わ６､ロ

332 い１～つ、ね３

334 い１～わ２、か２、か３、た～や

335 い１～り、る２～か、よ３、よ４、

た２～た８、イ

336 全

337 い～は、と、ぬ

338 い～く

339～342 全

343 い１～け、こ

344 い１～い６、へ、ち～ぬ、る３～

か､ た１～ふ、え～イ２

345 い、は２、ほ～る５、わ～た２、

そ１～の１、お１、お２、ハ

346 い１～る１、わ１～か４、ロ

347 い１～に２､へ１～て､さ１､き１～し

348 い～よ２、れ～な３、イ２
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 349 い１～ほ、と～つ、な～や３、イ

緑 の 回 廊 350 い、は～れ

351 い～の、く１～ま、ふ～し１、

ひ１～す５、ロ～ニ

352 全

353 い１～り２、り７～り９、る１～イ２

354 い～は１、へ１、と～イ４

355 全、356 全

357 い～ぬ、ロ１、ロ２

358 い～イ

359 い１、い３～イ

360～363 全

364 い、ろ１、は１～は３、と、り～む

365 い～イ４

366 い１～る３、か～イ２

367 い～ほ１、へ､、ち～イ

368 い～は６､ へ～ち､ ぬ、る１､わ

～や､ ふ、て～め４、ハ１

369 い～わ、た～イ

370 い～ね、ら～け２、ロ、ハ

371 い～よ８、れ～ロ

372 全

373 い～は３、ほ、と、り、ぬ２～や２

374 い～は、へ、と、り～な３、

む２、く～こ、て１、て２、さ～

イ３

375 い１～か、そ～え１、え３～す

376 全、377 全

378 い～ち、る～つ、ら～ロ

379 い～わ１、か、よ、れ～あ１、

あ３～み４

380 い１～い10、は～ひ５、も１～イ３

381 い～と３､ち３､ち５～ち８､り１～イ

382 い１～わ

383 い、ろ１、ろ４、ろ６、ろ８～へ、

ち～て、ロ、ハ

384 い１～ろ５、ほ～わ１、わ３～な、

む～や、ま２～て

385 い、ろ、に～ち、ぬ１～イ

386 全、387 全

388 い～え３、て２～し５、も～せ５、

389 い～ろ３、ほ２～ほ５、と1、と２、

り、る２～て

390 い～み、し２～す

392 全

393 い１～イ４
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 394 い１～ま、ふ～イ３

緑 の 回 廊 395～397 全

406 い２～い９、は１～に１

407 い２～に、ニ

408 い、は２～る２

410 ち１～れ

411 と～う

412 い１～に１、ほ

414 い１～な

415 い１～ほ２、へ～ち、る２～か２

416 全

418 い１～な

419～424 全

425 い、に、ほ、と１～う

426～433 全

434 い～と２、り～イ

435 い～へ、ち～れ２、つ～な

436 全

437 は～イ

438 ろ、は、ほ～わ、よ～う３

439 全、440 全

441 い１～に、ほ３～ほ５、へ２～ぬ

442 い～は２、に２～ち、り３

443 い１～る１、る３、わ～よ

444 い、は、ぬ～イ

445 ろ～は、ほ～と

446 全、447 全

448 い～る２

449 い、は～り

450 全、451 全

452 い１～に10、ち～か

453 全

454 い１～り

455 ろ、ほ～か、た１～ら２、む、

う１､

イ１～イ４

456 り

460 り２、り３、ぬ３、ぬ４

461 い１～ゆ

462 い～ほ、ち～う２

463 い～か、た～ハ

464 い～る１

501 ろ、に～イ５

502 ろ～に、と～る、か１、か2、

ま、け２、ふ、ハ１、ハ２

503 い１、い２、は、へ～る４、わ２、
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 よ１～ね２

緑 の 回 廊 504 ろ～ね２、な～せ

505 い、ろ、へ１～か、よ２～よ４、

れ１～や

506 い２～ら１、う１、う２、イ

507 い～ほ１、ほ３～ち１、ち３～り２、

ぬ～ね、ら～く、ま～せ１、す１

す３～す５

508 い１､ろ～り２､ ぬ２～な１､ら～

の５､ お､ ま１～ふ１､ ふ４、こ１､

こ３､こ５､ え１～て１

509 い～か、よ４～ま１、 け～こ１、

え１、て１、あ

510 い～は、ほ～イ

511 い～れ、な～く

512 い１～る２、わ～ま、こ～イ

513 全

514 い～に２、ほ２～つ１、つ３、つ５、

つ８～ロ４

515 い１、ろ１～イ

516 い～ほ、と～そ

517 い～う、お～え、ロ１、ロ２

518 い～た、そ、つ、な、イ

519 い～う、の２、く～て２

520 い１、い２、は～そ、な～す２

521 い～き

522 い～る２

523 い～に２、ほ２～へ

524 い１～い10、ろ～へ

525 全、526 全

527 い１～る２

528 全

529 い１～ろ３、は２～ロ

530 い１～わ１、か～ロ

531 全、532 全

533 い～る１、わ～イ

534 い、は１～は３、に１～よ、れ～む

535 全

536 い２、ろ、に～め２、め４～す､

ハ１～ハ５

537 い１～む１、う１～お１、く～え１、

て１、て２、あ１、さ～め

538 い１～い３、い５～ロ

539 全

540 い～や、け～ロ２

541～546 全



- 26 -

既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 547 い～ほ、ち～イ

緑 の 回 廊 548 ろ１～に３、ほ２～ほ５、ほ７～

ち２、り２、 ぬ２～ぬ４、 ぬ６、

る、わ２～か２、よ２～そ７、つ２～

ね３、の１、の３

549 全

550 い１～い４、は１、は２、ほ～ら、

う１～う３、の～イ

551 全、552 全

553 い～む

554 い～つ

555 い１、ろ～ぬ

556 い１、ろ～ほ

557 全

558 い～き

559 い～う、ハ

560 い～ぬ１、ぬ３～お

561 全

562 い１～て１、て３、あ、ロ

563～566 全

567 い1～え11、あ１～し２、ロ、ハ

568 い～あ、き～み

569 い１～わ８、ロ１～ロ３

570 全

571 い～ぬ12、ロ１～ロ３

572～575 全

576 い１、は～わ９､ロ

577 ろ～ち11、ぬ～か、た、れ、

つ～う１、の、お、や～て２、

ロ１、ロ２

578 い１～く７、ロ～ハ３

579～585 全

586 い～ち３

587 い１～ほ２、へ１～へ８、へ10～へ15､

と～イ２

588 い１～い３、い５～ろ２、ろ４

589 い～り

590 い～ほ、と～イ、ロ２

591 い１～る２、か１～か４、よ１～ね、

ロ１、ロ２

592 い～る１、わ１～わ８、ハ１、ハ２

593 全、594 全

595 い１～ね、ロ１～ロ３

596 全、597 全

598 い１～と１、ち１～ロ２

599 い１～ろ７、ろ９～ほ１、へ２～わ、
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 ロ～ハ２

緑 の 回 廊 600 い１、い３～ろ１、は１、は２、

ほ～と１、ち～む２、ロ

601 い１～わ２

602 全

603 い～つ３

604～607 全

608 い～へ、ロ１～ロ２

609 ろ

610 い～へ、ち～の５、お２、ま～イ

611 い～へ

612 い、ろ２、は、イ３

613 い、ろ１、と４～わ、イ２

622 い２

623 全

624 い１～か２

625 い～ま、ロ１～ハ

626 い～ら、ロ、ハ

627 ろ１～ロ

628 い～く２、ま～さ、ゆ、め、ロ

629 全、630 全

631 い１～イ

632 全

636 ろ～つ

641 は～に３、へ～わ

642 は～る３、イ４、イ６、イ７

643 い～る、イ１～イ３

646 と～よ

647 全

648 い～る１、わ～イ３

649 い～ま、ふ～ひ

650 い～へ、ロ

651 い～く９、く１１～さ、ハ、二

1001 い１～す２、ロ１～ハ

1002 い～に１、に３、ほ、ち１～う３、

ロ１、ロ２、ロ６～ハ

1003 い１～す２、す５～ハ

1004 い１～つ、ロ１～ハ

1005 い～ふ、イ２～ロ２

1006 全

1007 い～つ、ね２～の１、お１～き、

め１～め８、み１～し４、ひ３～す６､

ロ１、ロ４

1008 い～き、め１～め３、め５

1009 い１～た、そ～ね３、ら２、う１、

お～き、 め１～し６、し８～す６、
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 ロ１～ハ

緑 の 回 廊 1010 全

1011 い１～く１、や～て２、ゆ、め１、

み１、み３～み７

1012 い、ろ１、は１、に１、ほ１、へ～

の

1013 い～ロ

1014 い１～て、イ１～イ３

1015-Ⅰ い～へ２、と２～み５、ロ１～

ロ３

1015-Ⅱ お２

1017 い１～ろ、に１～わ10、よ～そ､

ね１、ね２、ね４～ら１、む１、う１､

う２、う４、の１、お、ロ１、ロ２

1019 ろ、に～の、く～し8、し11、

し１3～す10、ロ１～ロ３

1020 全

1021 い１～い４、い６～め、ロ１～ロ３

1022 い１～ぬ１、ぬ３～ふ、ロ、ハ

1024～1026 全

1028 い１～る３、か～ロ

1029 全

1030 い～は、ほ１～ぬ、わ１～イ

1031 い～き12、め１～み４、も１～す、

ホ１～ホ３

1032 い１～と２、ち～イ

1033 全、1034 全

1035 い１～わ９

1036 い１～と、ぬ１～わ２

1037 い～イ

1038 い１～に、へ、と、り、ぬ、

わ～の２、お１～や、ロ２

1039 い１～ほ、と１

1040 い１～に

1041 い１～ち２、イ１、イ２

1043 い～に３、へ１、へ2、り１～や、

ロ～ニ

1044 い～か３

1045 い～へ５、と～る２、よ、ロ

1049 全、1050 全

1052 い～イ10

1053 全

1054 い１～に、へ～く３

1055 は１～イ２

1056 い１、い２、は～に２、へ～わ３、

わ５～た２、ロ１、ロ２、ロ４
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既設 延長 面 積 位 置

名 称 ・ 特 徴 等

新設 (km) （ha） （林小班）

会 津 山 地 既設 1057 い3～り、ロ

緑 の 回 廊 1062 ま

1064 い～わ１、か～う、ロ１～ロ10

1066 い～さ、ゆ～イ

1103 い１～へ１、へ６～へ12、か７、よ、

ね3～ロ

1117 ほ１～ほ３

1118 い～ち１

1121 ろ～ぬ、る２～む、チ１、チ２

1122 い１～か

1123 い～わ９、よ１～つ、ロ、ハ１、

ハ３、ホ、チ１

1124 い１～ろ３、イ１、イ２

1128 い１～ぬ10

1129 い～れ１、そ１～つ、う１～ひ、

イ３

1130 い～た３、そ１～ね、な２～な４、

ら１～う７、の４～の６

1131 い１、い２、と１～ぬ、わ１、

か～そ１、ね、ロ３～ロ５

1132 は～わ２、そ～な

1133 全

1135 い１、ろ１～は２、ほ～る１、ハ１

1137 ろ

1140 と

1141 い１～い３

1142 全

1143 い１～に、へ～れ

1144 い～へ２

合 計 105,495.42
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６ レクリエーションの森の名称及び区域

種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

会 津 東 山 既設 500.28 会津若松市近郊にあり、 8 よ 育成単層林

野外教育・森林の役割・ 9 ひ２ 施 業

森林施業等について国民

自然観察 の認識を高めることに適 6 こ１～こ３、み～も､ 育成複層林

教 育 し、背炙山へは車道等が す 施 業
せあぶり

ゾ ー ン 整備され山頂からの眺望 7 そ～つ２、な

自 245.73 は特に優れている。 8 は、ほ、と１～と３､

また東山温泉の背景にあ ぬ～る3､わ２～か、

り周辺民有林と一体とな れ、そ１､ な、う２

森 林 って、優れた自然景観を 9 ち１、り２～よ、つ､

スポーツ 構成している森林であ ね１、な、ら、む２､

ゾ ー ン り、既設の休養施設、宿 の１､の２、お～く２､

然 157.44 泊施設等の利用により、 ふ､え１､あ､き､ゆ

自然探勝等の休養活用に 10 と～る２、か、よ１､

適している。 た、つ～む、き､

風致探勝 め､み

ゾ ー ン 13 す５

97.11 14 は１～と２、う３

休

6 せ 天 然 生 林

7 れ２､れ３､ね１､ね２ 施 業

8 い、ろ、に、へ、

ち､ り、わ１、た、

そ２～ね、ら～う１､

養 の～く

9 ち２、り１、た～そ､

ね２、む１、う、

の3、や～け、こ１､

こ２、え２、て、さ､

め～ひ１、も、せ

林 10 わ、よ２、れ、そ、

ゆ、し

13 す４

14 い～ろ３、ぬ、の

9 イ１～二 林 地 以 外

10 イ、ハ～二２

14 イ、ハ、二

自 然 休 養 林 計 500.28
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種 設 積 位 置

名 称 選 定 理 由 考

類 設 ha） （林小班）

桧 原 既設 173.93 この森は、福島県の県鳥 417 に、と、く 複 層 林

野 鳥 の 森 「キビタキ」を始め、ア 施 業

カハラ、クロツグミ、ア

オジ、オオルリなど50数 417 い～は、ほ、へ、 天 然 生 林

自 種が生息し、県下の小中 ち１～ぬ、 施 業

高生や野鳥愛好家等の自 る３～か、

然観察に利用されてい う１～お、や、ま

る。

417 イ、ロ１ 林 地 以 外

然

蓋 沼 〃 7.53 第三紀層の摺状凹地に出 519 あ１、あ２ 天 然 生 林
ふ た ぬ ま

来た沼の水面に浮島が蓋 施 業

状になって､スギバミズゴ

ケ､ ホオミズゴケ､ サギ

観 ソウ等の植物が見られ、

オオルリヤンマ、モリア

オガエル等の昆虫や両生

類が生息する学術的にも

貴重な地域である。

察

沼 沢 湖 〃 114.75 沼沢火山による軽石粒堆 547 と 天 然 生 林

積物からなる沼沢湖の周 548 い、な～う 施 業

辺丘陵地で、ブナ、ミズ

ナラ等の天然林で構成さ 548 ロ３、ロ８ 林 地 以 外

教 れ、キビタキ、オオル

リ、アオジ等多数の鳥類

が生息し、自然観察に適

した地域である。

育 駒 止 湿 原 〃 69.45 駒止峠の分水嶺地域でブ 591 わ１、わ２ 天 然 生 林
こ ま ど

ナ林に囲まれた、10箇所 592 る２～る４ 施 業

あまりの湿原が点在し、

低層湿原から高層湿原ま 591 ロ３ 林 地 以 外

での各発達段階が見ら 592 ロ

林 れ、ニッコウキスゲ、ワ

タスゲ、ミズゴケ等の湿

原植物群落が発達し、学

術的にも高い価値を持つ

貴重な区域である。
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種 設 積 位 置

名 称 選 定 理 由 考

類 設 ha） （林小班）

大 窪 湿 原 既設 78.69 「駒止湿原」の東方に位 587 ほ３、ほ４ 複 層 林
おおくぼ

置し、ブナを主とする天 587 へ９、へ16 施 業

然広樹林に囲まれ、ワタ

スゲ等の湿原植物が生育 588 い４、ろ３、ろ５ 天 然 生 林

自 する湿原が点在し、優れ へ 施 業

た自然景観を形成してお 591 か５

然 り、自然探勝・鑑賞等に

適した地域である。 587 イ３、イ４ 林 地 以 外

観 588 イ

590 ロ１

察 591 イ

教 ブ ナ 平 〃 193.80 燧ヶ岳の北東山麓に位置 1062 つ～な１、な３、 天 然 生 林

し､ブナを主とする天然生 ら１、ら３、ら４、 施 業

育 針広混交林。点在する大 の１、け、ふ

小の湿原には、ミズバシ

林 ョウ、ニッコウキスゲ等 1062 イ５、イ６、ﾄ２ 林 地 以 外

数百種の湿原植物等が生

育する。自然の織りなす

景勝地となっている。

自 然 観 察 教 育 林 計 638.15

森 西 山 既設 110.64 喜多方市街地西方の近距 346 れ、そ 育成複層林

離にあり､市民等を中心 施 業

林 に、ハイキング、ピクニ

ックなど市民の憩いの森 345 る６、れ 天 然 生 林

ス として利用されている。 346 よ、た 施 業

347 あ、さ２、さ３

ポ

345 イ、二１～二３ 林 地 以 外

ー

御 池 〃 30.58 国民宿舎、休憩所、駐車 1062 よ２、ら２、む 天 然 生 林
み い け

ツ 場等が完備され、尾瀬へ 施 業

の中継地としている。

林 1062 イ１～イ４、 林 地 以 外

二９～二11

森林スポーツ林 計 141.22
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

猪 苗 代 既設 239.18 猪苗代市街地北西、赤埴 101 ろ、に、る２ 育成単層林

ス キ ー 場 山南面の標高600～1,400m 施 業

に開設され、積雪は豊富

で初級者から上級者まで 101 い、は、へ、ち、 育成複層林

野 多くのスキーヤーに利用 り２、ぬ１、る１、 施 業

されているスキー場であ か、よ１、れ～つ

る。 102 へ２

外 101 ほ１、ほ２、と、 天 然 生 林

り１、り３、ぬ２、 施 業

る３～わ、

よ２～た３、ね、

ス な、ら２～や

102 い、ろ、は２、

に２～へ１、へ３

ポ 101 イ１～ホ 林 地 以 外

102 イ１、イ２

み の わ 〃 204.05 猪苗代市街地北東の箕輪 194 い１、へ～ち、 育成複層林
み の わ

ー

ス キ ー 場 山西面の標高800～1,500m ぬ２～ぬ５、る２、 施 業

に開設され、傾斜15～30 か、た、つ、ね、

°で積雪は豊富であり、 ら、む、う２、お､

変化に富んだコースが設 あ～き１、め５、

ツ けられており、幼児から め８～し５、

大人までが利用されてい し７～し15、し17、

るスキー場である。 ひ１、ひ３、も、

せ３～せ５

地

194 い２～ろ２、ほ１、 天 然 生 林

ほ２、り、ぬ１、 施 業

ぬ６、る１、わ、

域 よ、そ１、そ２、

な１､う１、ま２、

こ１、き２～ゆ10、

し６、し16、せ２

194 イ１～二 林 地 以 外
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

沼 尻 既設 156.61 猪苗代市街地北東の船明 196 い１、い２、 育成複層林

ス キ ー 場 神山西面の標高900～1,3 い４～い13、 施 業

00mに開設され、良好な り１～か１、か３、

雪質と豊富な積雪量に恵 れ１～な１

野 まれ、傾斜は比較的緩や

かな、初、中級者向きの 196 い３、ろ～は２、 天 然 生 林

スキー場で、福島県最古 は４、は６､ち２、 施 業

のスキー場として親しま ち４、か２、よ２、

外 れている。 た２～た６、

な２～な４

196 イ１、イ２、ハ１、 林 地 以 外

ス ハ２、ト

ネ コ マ 〃 307.94 北塩原村東方、桧原湖南 408 か１～れ 育成複層林

ス キ ー 場 方の猫魔ケ岳北面の標高 409 い１～は３、 施 業

ポ 900～1,400mに開設さ へ１、へ２

れ、傾斜20～30°で地形

は変化に富み、雪質は良 406 い１､ろ１､ろ２､に２ 天 然 生 林

質で豊富、初級者から上 408 る３～わ 施 業

ー

級者まで利用されている 409 は４～ほ、へ３～る

スキー場である。 412 に２、に３

407 イ 林 地 以 外

ツ 408 イ１～ロ４

409 イ

裏 磐 梯 〃 804.96 北塩原村東方、小野川湖 458 ち 育成単層林

地 デ コ 平 北東の西大巓の南面の標 施 業

スポーツ林 高 800～1,800mに開設さ

れ、積雪は豊富、傾斜は 455 い、は～に２ 育成複層林

9～22°で比較的まとま 456 ろ３～ろ６、ろ９、 施 業

域 った緩斜面が多く、総合 ろ10、は１～ほ、と

スポーツ施設等の設置に 458 い１～い３、は2、

適した地域である｡ は３、に、へ１、

と､ り～ぬ２、

よ１～よ４、た２､

れ～つ３、

な１～ら５、う２

460 と、り１
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

裏 磐 梯 既設 455 よ１、よ２、 天 然 生 林

デ コ 平 456 い～ろ２、ろ７、ろ８、 施 業

スポーツ林 ろ11、へ、ち

457 い１～ろ4

野 458 ろ、は１、は４、ほ、

へ２、へ３、

る１～か、た１、た３、

ね１、ね２、む、う１、

外 う３

460 い～へ、ち、ぬ１､

ぬ２、る

ス 456 イ 林 地 以 外

457 イ

458 イ～チ２

460 イ

ポ

坂 下 〃 7.98 会津坂下市街地北西に開 502 イ１、イ２ 林 地 以 外
ば ん げ

ス キ ー 場 設され、民有地のスキー

場と一体的利用が図ら

ー

れ、地元小中学生をはじ

め多くの人々に利用され

ている。

ツ 会 津 高 原 〃 181.93 会津鉄道「会津高原尾瀬 1011 あ１、あ３～あ６ 育成単層林

高 杖 口」駅西方、高倉山西面 施 業
た か つ え

ス キ ー 場 の標高900～1,600mに開

設され、傾斜 7～40°積 1011 く２、あ２、さ、 育成複層林

地 雪・雪質ともに良好な自 き、め２、み２、 施 業

然条件を具備し、隣接民 し６～し９、

有地スキー場と一体的に し11～し16

利用され、福島県下はも 1012 ろ２、ろ３、ほ２

域 とより関東圏からの利用

者が多いスキー場である 1011 し１～し５、し10 天 然 生 林

る。 1012 ろ４、は２、に２ 施 業

1011 イ～ハ、ニ２、 林 地 以 外

ホ１～ト２
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

会 津 高 原 既設 167.50 南会津町の高畑山西面の 1031 し２～し４ 育成単層林

高 畑 標高730～1,294mに位置 施 業
た か は た

野 ス キ ー 場 し、傾斜 5～30°積雪・

雪質ともに良好な自然条 1031 ゆ１、ゆ２、 育成複層林

外 件を具備したスキー場 ゆ６～ゆ10､ 施 業

で、福島県下はもとより し１、し７～し10､

ス 関東圏からの利用者が多 ひ１～ひ４、

いスキー場である。 ひ６～ひ10、ひ14、

ポ ひ15、ひ19

ー

1031 ゆ３～ゆ５、ゆ11､ 天 然 生 林

し５、し６、し11､ 施 業

ツ し12、ひ５、

ひ11～ひ13､

地 ひ16～ひ18

1032 と３

域

1031 ニ１、ニ２、ト 林 地 以 外

1032 ロ

野外スポーツ地域計 2,070.15

中 津 川 既設 64.95 猪苗代町・北塩原村境を 171 い～に 育成複層林

渓 谷 流れる中津川の中流に位 463 ら１～ら３、う２ 施 業

置し、急峻なＶ字谷は基 464 は、と

風 岩が露出し、数々の滝を

有し、巨大な一枚岩の黒 171 ほ、よ 天 然 生 林

滑八丁等特異な景観を呈 463 む 施 業

している。 464 に、ち、る１

景 土 湯 峠 〃 105.01 ブナやダケカンバ等を中 191 り～る２ 天 然 生 林

心とした天然林の中を磐 192 ち３ 施 業

梯吾妻スカイラインが通 193 う２～の

過する地域であり、道路

の近景林としても優れて 191 イ 林 地 以 外

林 いる。 193 ロ１～ロ５

達 沢 〃 12.33 猪苗代町西方にあり、地 201 る２ 育成複層林
た っ さ わ

不 動 滝 元住民に古くから信仰さ 施 業

れている不動尊の背景に
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

達 沢 既設 あり、不動滝を含む渓谷 201 へ２、り、ぬ 天 然 生 林
た っ さ わ

不 動 滝 美と森林が一体となり優 施 業

風 れた自然景観を呈してい

る。 201 イ１、イ２ 林 地 以 外

龍 ノ 山 〃 246.76 喜多方市北西にあり、山 329 ろ、は、ほ、へ 育成複層林
り ゅ う の や ま

景 頂付近は基岩が露出した 施業

山容を呈し､シャクナゲ

の群生地を伴い、美しい 329 い、に、と１～り１ 天然生林

景観を維持している。 330 い１ 施業

林

329 イ 林地以外

330 イ１、イ２

風 景 林 計 429.05

白 糸 の 滝 既設 35.46 猪苗代町北東、硫黄川渓 196 は３、は５、に、 天 然 生 林

谷の両岸に位置し、渓谷 と４～ち１ 施 業

とともに垂下する白糸の

ように見える滝が、周辺

の天然林に一体になって 196 ロ、二 林 地 以 外

風 優れた景観美を構成して

いる。春季から秋季に自

然探勝等に利用されてい

致 る。

堂 場 山 〃 39.38 桧原湖北部に位置し、湖 417 る２、れ、つ、な 育成複層林
ど う ば や ま

探 に細長く半島状に突出し 施 業

た地域でブナ、ミズナラ

等の落葉広葉樹に覆わ 417 る１、よ、た、そ､ 天 然 生 林

勝 れ、湖と一体となって潤 ね、ら、む 施 業

いのある自然景観を形成

している。 417 ロ２ 林 地 以 外

林

沼 ノ 平 〃 100.40 只見市街地西方に位置 1123 か１、か２、か４ 天 然 生 林

し、大小九つの沼とブナ 施 業

林が一体となって優れた

自然景観を呈し、自然探 1123 チ２～チ10 林 地 以 外

勝等の場等に適してい

る。
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

風 致 探 勝 林 計 175.24

弘法清水第 既設 0.01 単独レクリェーション施 104 イ１ 林 地 以 外

１ 売 店 設として選定

弘法清水第 〃 0.02 〃 104 イ２ 林 地 以 外

２ 売 店

磐 梯 山 頂 〃 0.01 〃 105 イ 林 地 以 外

売 店

谷 地 平 〃 0.01 〃 180 イ 林 地 以 外
や ち た い ら

避 難 小 屋

そ

祓 川 〃 0.03 〃 312 ロ 林 地 以 外
は ら い か わ

山 荘

祓 川 〃 0.15 〃 312 ハ 林 地 以 外
は ら い か わ

駐 車 場

の

砥 山 〃 1.00 〃 359 い２ 天 然 生 林
と や ま

野 営 場 施 業

雄 国 沼 〃 0.36 〃 413 イ１～イ４ 林 地 以 外

休 憩 施 設

他

雄 子 沢 川 〃 0.22 〃 414 イ 林 地 以 外
お し さ わ

駐 車 場

早 稲 沢 〃 0.25 〃 444 ロ 林 地 以 外

駐 車 場

白 布 峠 〃 0.13 〃 441 イ 林 地 以 外
し ら ぶ

展 望 台

ヤケノママ 〃 0.20 〃 465 イ 林 地 以 外

温 泉 小 屋

沼 山 峠 〃 0.16 〃 1047 ハ１～ニ 林 地 以 外

休 憩 所
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種 既設 面 積 位 置

名 称 ・ 選 定 理 由 備 考

類 新設 （ha） （林小班）

三 ツ 岩 既設 0.01 単独レクリェーション施 1058 ロ 林 地 以 外

避 難 小 屋 設として選定

駒 ケ 岳 〃 0.02 〃 1059 イ１、ハ１ 林 地 以 外

避 難 小 屋

駒 ケ 岳 〃 0.01 〃 1059 ハ２ 林 地 以 外

野 営 場

そ 沼 尻 小 屋 〃 0.16 〃 1063 イ１～イ４ 林 地 以 外

温 泉 小 屋 〃 0.85 〃 1101 イ１～イ５､ 林 地 以 外

イ７～イ９

の

見 晴 小 屋 〃 0.07 〃 1101 イ６ 林 地 以 外

渋 沢 小 屋 〃 0.17 〃 1102 イ 林 地 以 外

他 駒 ケ 岳 〃 0.01 〃 1107 イ２ 林 地 以 外

公 衆 便 所

要 害 山 〃 0.40 〃 1121 イ 林 地 以 外

園 地

会津朝日岳 〃 0.01 〃 1134 ロ 林 地 以 外

避 難 小 屋

丸 山 〃 0.01 〃 1136 イ 林 地 以 外

避 難 小 屋

そ の 他 計 4.27

合 計 3,958.36
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７ その他必要な事項

（１）施業指標林、試験地等

面 積 位 置
種 類 名 称 設定年月 備 考

（ha） （林小班）

母 樹 林 飯 豊 ス ギ 昭和47年 35.75 322 と１ 飯 豊 ス ギ
植 物 群 落 保 護 林

母樹林 計 35.75

試 験 地 横 向 カ ラ マ ツ 昭 36. 9 2.72 193 ね 成長量・収穫量及び
よこむき

収 穫 試 験 地 194 は､に 林分構造の推移の解
明

玉 川 ブ ナ 昭 49. 7 0.98 587へ10 ブナ帯における天然
天然林施業試験地 林施業体系の確立

試験地 計 3.70

次 代 検 定 林 地域差次代検定林 昭 51. 4 0.47 30 も２ 種苗の合理的な配布
(関前第39号) 区域を定める。

（スギ）

一般次代検定林 昭 48.10 2.97 183 そ６～そ８ 遺伝的生産力の検定
(関前第15号) (カラマツ)

一般次代検定林 昭 48.10 2.15 197 ろ６ 〃
(関前第38号) （アカマツ）

一般次代検定林 昭 53. 6 0.90 379 ち３ 〃
(関前第49号) （スギ）

一 般 検 定 林 昭 48.10 3.00 1033 り 〃
(関前第14号) （カラマツ）

次代検定林 計 9.49

遺伝子保存林 ス ギ 遺 伝 子 平 6. 6 0.85 307 は

〃 平 6. 6 0.97 385 け２

〃 昭36. 4 0.90 390 や２

遺伝子保存林 計 2.72

施 業 指 標 林 ブナ天然林施業 平 6. 7 17.83 1061り３～り５

施業指標林 計 17.83

合 計 69.49
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（２）フィールドの提供

対 象 地 （林小班） 設 定 の 目 的 備 考

368 わ、よ～や、ふ、め３ ふ れ あ い の 森 設 定：平成12年8月

（大仏山ふれあいの森） 実施主体：喜多方市

面 積：78.96ha

2 い～る、よ１～た４ 遊 々 の 森 設 定：平成16年3月

3 い～ほ （市民と共生の森） 実施主体：会津若松市長

5 い、は～お、や～み、 面 積：352.32ha

ひ～せ

6 い１～は、ほ～ふ２、

え～め

7 い～よ

9 い～と２

1003 あ２ 遊 々 の 森 設 定：平成15年5月

（束松山体験の森） 実施主体：只見町長

面 積：0.50ha

13 わ3、ハ 社 会 貢 献 の 森 設 定：平成18年6月

（東山ボランティアの森（悠遊 実施主体：美しい背あぶり

の森）） の森をつくる会

面 積：1.05ha

547 ち 多 様 な 活 動 の 森 設 定：平成23年9月

（いのちの森づくり） 実施主体：森びとプロジェ

クト

面 積：12.06ha
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（３）その他

レクリエ－ションの森以外の森林空間利用タイプの施業方法

面 積
位 置 施 業 方 法

（ha）

194 は、に 育成単層林施業

20 か～ら、う１、お１、ま～こ１、こ3 育成複層林施業
101 て
103 い、へ、ち～ぬ、る2、わ、よ1、た、れ
194 れ、の、く、や、め１～め４、め６、め７、ひ２

195 に２

368 わ～な2、う、お、く、ふ、め
408 い、ろ、に、と２、り、る１

410 に、へ、ち１～ぬ、か、れ
411 に、ち、り、る１、わ、な１

414 り２、り３、わ３、わ６、か、つ１、つ３～な
415 い１～ほ4、へ、る１、か１

416 ろ１

433 ぬ、る１

439 へ
440 ち２、り
441 い１～い３、い５～い７、ろ、は１

442 い、に、は２、ぬ、ぬ
448 い、ほ、へ、り２、る１

453 い、は、ほ
455 ほ～ち、ぬ～か、た１～そ３、つ～な２、む
460 り２、り３、ぬ３、ぬ４

461 い１～ろ、ち４、ち５

20 わ、む、う～の１、く、や、こ2、え 天然生林施業
102 は１

103 ろ、は、ほ１、ほ２、と、か、よ２、よ３

194 ろ３、ろ４、こ２、ゆ１１、せ１

195 い２、ろ１、は１、は３、へ～る２

196 ち３、よ１、た１

406 い７

408 は２～は５、ほ～と１、と３～ち、ぬ
410 い～は、ほ、る１～わ、よ、た
411 い～と、ぬ、る２、か～た３、ら１～む１

414 ぬ、わ７、そ２、そ３

415 と１～ち、ぬ１、ぬ2、る２、わ、か２

416 い２、い３

433 い～は２、ち、り、る２

434 い
439 に１～ほ２、と～る
440 へ４

442 ぬ１、ぬ2

448 ろ～に、と～り１、ぬ、る２

453 ろ、へ
455 ろ、り、そ４～そ７、ら１、ら２、う１

456 り
461 り、ぬ１

462 う２

（注）（１）､（２）の箇所を除く。
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面 積
位 置 施 業 方 法

（ha）

463 い、ほ 天然生林施業
580 は２、ほ～へ５、と１

194 ホ 林 地 以 外
408 ハ
410 ロ
448 イ
455 イ１～ロ
1103 ハ

計 1,884.28

（注）（１）､（２）の箇所を除く。


